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　本研究計画「時間反転対称性を破る超伝導体の新奇界面現象」

の目的は、電子のスピンや軌道角運動量の活性によって時間反

転対称性が破れた超伝導体のバルク物性の理解を極め、その界

面や表面で顕在化する新奇な量子現象を開拓することである。

具体的には研究代表者らが発見し、スピン三重項超伝導体の実

験的証拠の揃ったルテニウム酸化物を舞台とする研究、また従

来型の超伝導体と強磁性体とのハイブリッド構造体を舞台とす

る研究を展開する。

　前者では Sr2RuO4 自体の時間反転対称性の破れた「カイラル

超伝導状態」を活用し、微細加工技術を駆使して、常伝導金属

や通常の超伝導体との接合界面、常磁性や強磁性金属との共晶

界面、微小結晶表面などに現れるスピン三重項超伝導特有の現

象を探求する。また後者では、強磁性半導体を用いて、微細加

工技術や強磁性の高制御性を生かし、強磁性体中に誘起される

超伝導位相の空間変調や、強磁性体の時間反転対称性の破れを

反映した超伝導状態を探索する。また、これらに共通するスピ

ン三重項電子対の界面現象を理論的に解析する。連携研究者は、

微細加工の技術、超伝導 / 強磁性接合の理論、核磁気共鳴（NMR）

による研究をとおして計画研究に寄与する。

　これらの新奇現象の多くは、トポロジカルに特徴づけられた

状態に起因し、本領域の研究者がその学理構築に寄与してきた、

スピン超流動、奇周波数ペアリング、カイラルエッジ流などの

新概念（D01）と深く関わっている。これらの概念は、多様な

系の多彩な現象にも共通するため、電荷をもたないスピン三重

項超流体（B01 班）、空間の反転対称性を破る系での超伝導（C01

班）との研究連携も密接に行ない、トポロジカル量子現象の新

学術領域構築に寄与する。
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